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商人 国家 と して の ア ユ タヤ 石井米雄

　タ イ有数の 観光遺跡 と し て 日本人 に も親 し まれ て い る ア ユ タヤ は ， ／4世紀 の 半ばか

ら18世紀の 末 に い た る 400年の 間，東南ア ジア有数の 大国 と して繁栄 した タイ王 国 の 首

都で あ る 。 ア ユ タヤ王 国は なぜ繁栄 し ， そ して なぜ滅亡 し た の か 。 交易 を背景 に 繁栄

した タイ人 の 国家 とそ の 成 り立 ち を考 えなが ら， 現在 に つ な が るタ イ王 国の 特質の
一

端 をさ ぐっ て み た い
。
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東南ア ジ ア 史 の なか の 日本
一
新 しい 関わ りの エ トス を求めて 一一 一
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　非 ヨ
ー ロ ッ パ 世界 に あ りな が ら西欧近代 を手 に入れ ようと し， それ に 半ば成功 した

日本 。 そ して西欧近代に よ っ て 暗闇の世界 に 押 し込 め られ た 東南 ア ジ ア 。 こ の 両者は ，

前大戦 中の 支配 ・被支配関係を は さみ ， そ の 前後 ， 各50年 ほ どの 関係を築 き今 日に 至

っ て い る。

　 こ の 一世紀 の歩 み の な か で ， 東南 ア ジ ア か ら み る と ， 日本 の存在 は私た ち 日本人 が

考え る以上に 大 きな，と き に重 い 意味 をもっ て きた 。 端的 に い うな らば ，

「
極東」に あ

っ て 「極西 、 の 国 ＝ 日本 は ，東南ア ジ ア に と っ て 大 きな魅力 の 源泉 で あ り，か つ また

絶 えざる脅威 の対象 で もあ っ た。

　本講で は，首相 と天皇が 相次 い で 東南ア ジ ア を訪問 した今 日の 時点 に立 っ て ， 近 ・

現代史 にお け る日本 と東南 ア ジアの 関係 を振 り返 りつ つ ，
マ ジ ッ ク ・ミラーの よう に

一方の 側が 他方を見 れ な い とい うの で は な く， 真の 意味で 等身大で 理解 し合 える関係

を築 くた め の ささや か な
一

素材 を提供 して み た い
。

個人研究発表要 旨

ア ジ ア に お ける 植民地 主義 とキ リス ト教宣教
一 1910年エ デ ィ ン バ ラ国際宣教会議の 討議 を中心に して一 蔵田雅彦

　ア ジア ・第三世界 に お け る キ リス ト教宣教 は，植民 地主 義と帝国主義の尖兵の役割

を担 い
， そ の 過程 で 商人 ・宣教師 ・軍隊が三 位

一
体 とな っ て い た ， と指摘され る 。 初

期の ポ ル トガ ル ・ス ペ イ ン の海外宣教 は政教
一

致の 色彩 を色濃 く持ち ， イ ギ リス や オ

ラ ン ダの キ リス ト教宣教 も ， 国家の利害 を代弁 して い た東 イ ン ド会社 との 深 い 関わ り

の 中で 進 め られた 。 しか し ， その よ うな宣教政策 も，
土 着の 諸宗教 と の 葛藤や ， 宣 教

地 の 民衆に よ る反 キ リ ス ト教運 動な ど の 衝撃 を受けて ，徐 々 に再考 を迫られ る 。 戦後 ，

世界教会協議会の
一
部 とな っ た国際宣教協議会 （lnternationa1　Missionary　Council）

は ， こ の よ うな本国お よび宣教地に お ける国家 と教会の 関係 な ど宣教活動に 関わ る さ
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